
令
和
五
年
度

令
和
五
年
度  

秋
季
定
例
会

秋
季
定
例
会
（
雇
用
改
善
推
進
会
議
）

（
雇
用
改
善
推
進
会
議
）

令
和
五
年
十
一
月
十
七
日（
金
）

　
城
山
ホ
テ
ル
　
鹿
児
島

A
．
定
例
会
報
告

一
．
開
会
の
辞	

　
　
　
　
　
　
　
　

副
会
長　

新
妻　

尚
祐

一
．
全
鉄
筋
会
長
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会　
　

長　

岩
田　

正
吾

一
．
来
賓
祝
辞
・
挨
拶

　
　
　

国
土
交
通
大
臣　

衆
議
院
議
員

　
　
　
　
　
　

公
明
党
副
代
表　

斉
藤　

鉄
夫
様

　
　
　

自
由
民
主
党
政
務
調
査
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
補
佐　

中
山　

泰
秀
様

一
．
叙
勲
受
章
者
、

　
　

並
び
に
国
土
交
通
大
臣
表
彰
受
賞
者
の
ご
紹
介

　

⑴
各
事
業
委
員
会
報
告

　

・
経
営
委
員
長　
　
　
　
　

副
会
長　

宮
村　

博
良

　

・
技
術
委
員
長　
　
　
　
　

副
会
長　

新
妻　

尚
祐

　

・
教
育
訓
練
委
員
長　
　
　

副
会
長　

飯
島　
　

勉

　

・
外
国
人
受
入
事
業
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

専
務
理
事　

小
寺
洋
志
裕

　

・
広
報
委
員
長　
　
　
　
　

常
任
理
事　

岑　
　

直
樹

　

・
労
務
委
員
長　
　
　
　
　

常
任
理
事　

飛
田　

良
樹

　

・
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
企
業
評
価
事
業
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
任
理
事　

國
井　
　

均

　

・
青
年
部　
　
　
　
　
　
　

代
表
幹
事　

​

眞
部　

達
也

　

⑵
就
労
人
口
調
査
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
労
調
査
Ｗ
Ｇ　

佐
々
木
善
弘

　
　
　
（
石
川
県
鉄
筋
業
協
同
組
合
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
長　

​

小
寺
洋
志
裕
）

　

⑶
各
地
区
に
お
け
る
受
注
単
価
・
労
務
状
況
等
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局

　

⑷
第
一
生
命
保
険
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　

法
人
渉
外
担
当
部
長　

​

坊
野　

朝
陽
様

　

⑸
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社　

　
　
　
　
　
　

Ｃ
Ｃ
Ａ
東
京
支
店
支
店
長　

​

尾
崎　

満
留
様

B
．
講　
　
　
演

「
建
設
業
行
政
を
め
ぐ
る
最
近
の
話
題
」

　

国
土
交
通
省 

不
動
産
・
建
設
経
済
局 

建
設
業
課　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

課　
　

長　

岩
下　

泰
善
様

一
．
閉
会
の
辞　
　
　
　
　
　

副
会
長　

飯
島　
　

勉

賃上げに関する岸田内閣総理大臣の発言

今年の春闘について、連合は５パーセント程度の賃上げを求めています。是非、インフレ率を超える賃上げの
実現をお願いしたいと思います。政府としても、最低賃金の引上げ、公的セクターで働く労働者や政府調達に参
加する企業の労働者の賃金について、インフレ率を超える賃上げが確保されることを目指します。

また、斉藤国土交通大臣におかれては、本日、報告のあった、公共工事設計
労務単価５．２パーセントの引上げが、現場に着実に届けられ、公共事業に
参画する企業で働く方々の賃上げにしっかりつながるよう万全の対応を進めてく
ださい。

出典：官邸HP

第第７７回回 物物価価・・賃賃金金・・生生活活総総合合対対策策本本部部（（令令和和５５年年２２月月２２４４日日））（（抄抄））

岸岸田田内内閣閣総総理理大大臣臣年年頭頭記記者者会会見見（（令令和和５５年年１１月月４４日日））（（抄抄））

新しい資本主義に向けた取組を加速し、物価上昇率プラス数パーセントの賃上げを継続的に実現するための
政策・・・を進め、デフレからの脱却を確実なものとしてまいります。

岸岸田田内内閣閣総総理理大大臣臣記記者者会会見見（（令令和和５５年年９９月月１１３３日日））（（抄抄））
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三十年来続いてきたコストカット経済からの・・・変化の流れを掴み取るために、
持続的で構造的な賃上げを実現・・・させていく。「経済、経済、経済」、私は、
何よりも経済に重点を置いていきます。
成長と分配が持続的に回っていく、物価上昇を十分に超える持続的賃上げ

が行われる経済を目指していきます。

第第二二百百十十二二回回国国会会ににおおけけるる岸岸田田内内閣閣総総理理大大臣臣所所信信表表明明演演説説（（令令和和５５年年１１００月月２２３３日日））（（抄抄））

出典：官邸HP

中央建設業審議会・社会資本整備審議会基本問題小委員会中間とりまとめ（概要）
～担い手確保の取組を加速し、持続可能な建設業を目指して～

1.請負契約の透明化による適切なリスク分担

※今後、重層下請構造の実態を踏まえた建設業許可の合理化、繁閑に応じた労働力の需給調整や多能工の評価のあり方、建設業の許可を要しない小規模工事の適切な管理
についてもさらに検討。

(１)契約における非対称性の解消
①受注者によるリスク情報提供の義務化
・見積り時等に、建設工事に関するリスク情報の受注者から注文者への提供を
義務化

②請負契約に予備的経費等に関する事項を明記
③オープンブック・コストプラスフィー方式の標準請負契約約款の制定

(２)価格変動等への対応の契約上での明確化
①請負代金の変更について規定された民間工事標準約款の利用促進
②価格変動に伴う請負代金の変更条項を契約書上明確化
・法定記載事項として「価格変動等が生じた場合に請負代金額等をどのよう
に変更するかについての定め」を明記

(３)当事者間のコミュニケーションと請負契約の適正化
①当事者間での誠実協議
・請負代金や工期に影響を及ぼす事象が生じた場合に契約の当事者間で誠実に
協議を実施

②民間事業者への勧告等
・不当に低い請負代金での契約締結について、国土交通大臣等の勧告対象に、
公共発注者だけでなく民間事業者も含める
・不適切な契約是正のため許可行政庁の組織体制を整備

建設業が持続的に発展していくには、新規入職を促進し、将来の担い手の確保・育成を図っていくことが不可欠。
同時に、現下の課題である資材価格高騰や時間外労働規制に適切に対応しつつ、適正な請負代金・工期が確保された請負
契約の下で、適切に建設工事が実施される環境づくりも欠かせない。
こうした問題意識の下、①請負契約の透明化による適切なリスク分担、②適切な労務費等の確保や賃金行き渡りの担保、③
魅力ある就労環境を実現する働き方改革と生産性の向上、などの分野について、建設業法等の改正も視野に早急に講ずべ
き施策を取りまとめ。

2.適切な労務費等の確保や賃金行き渡りの担保

(１)標準労務費の勧告
・適切な工事実施のために計上されるべき標準的な労務費を中央建設業審議会が勧告

3.魅力ある就労環境を実現する働き方改革と生産性向上

(１)適正な工期の確保
①受注者による著しく短い工期の禁止
②WLBを実現する働き方改革に関する施策検討
・工期に関する基準等の周知に加え、先進的取組の普及方策を検討

(２)生産性の向上
①建設工事現場を適切に管理するための指針の作成
・ICTの活用等による現場管理のための指針を国が作成、特定建設業者に同指針に
即した現場管理に努めることを求める

②監理技術者等の専任制度等の合理化

(3)適切な水準の賃金等の支払い確保のための措置
・建設業者に、労働者の適切な処遇確保に努めるよう求める
・標準約款に賃金支払いへのコミットメントや賃金開示への合意に関する条項を追加

(2)受注者における不当に低い請負代金の禁止
・労務費を原資とする廉売行為の制限のため、受注者による不当に低い請負代金での
契約締結を禁止し、指導、勧告等の対象とする

令令和和５５年年９９月月１１９９日日策策定定
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０
２
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日

▪国土交通省講演資料抜粋

私たちは、技能に優れた鉄筋工事企業集団として、社会に貢献します。
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各地区広報活動報告
関西鉄筋工業協同組合 北海道鉄筋業協同組合

（
公
社
）全
国
鉄
筋
工
事
業
協
会
青
年
部
雇
用
改
善
全
国
連
絡
会
議
の
報
告

第
32
回

　

日
頃
は
青
年
部
活
動
へ
の
ご
理
解
、
ご
支
援
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
岩
田
会
長
を
は
じ
め
、

飯
島
副
会
長
、
熊
谷
担
当
理
事
、
山
本
常
任
理
事
、

坂
本
広
島
県
理
事
長
、武
田
開
催
地
区
理
事
長
に
は
、

現
地
で
の
ご
出
席
、
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

10
月
27
日
に
香
川
県
高
松
市
の
高
松
国
際
ホ
テ
ル

に
て
、
第
32
回
（
公
社
）
全
国
鉄
筋
工
事
業
協
会　

青
年
部
雇
用
改
善
全
国
連
絡
会
議
が
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

で
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
149
名
が
現
地
参
加
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

参
加
が
14
名
と
、
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
終
焉
を

映
す
か
の
よ
う
に
沢
山
の
青
年
部
会
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、「
事
業
持
続
」
と
「
青
年
部

持
続
」
と
い
う
２
つ
の
テ
ー
マ
を
持
っ
て
会
議
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
会
議
に
参
加
す
る
中
で
、

危
機
感
を
醸
成
し
能
動
的
に
考
え
実
行
す
る
、
次
世

代
の
鉄
筋
事
業
承
継
者
を
生
み
出
す
た
め
に
、「
事

業
持
続
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
２
０
２
４
年
問
題
を
皆

で
乗
り
切
る
と
と
も
に
持
続
的
な
雇
用
を
ど
う
や
っ

て
す
べ
き
な
の
か
を
能
動
的
に
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
る
よ
う
な
講
演
と
、
全
国
の
新
し
い
試
み
や
工
夫

を
発
表
す
る
「
改
善
事
例
発
表
」
の
復
活
に
よ
っ
て
、

考
え
て
い
る
会
社
と
そ
う
で
な
い
会
社
の
差
を
感
じ

て
い
た
だ
く
事
に
し
ま
し
た
。
ま
た「
青
年
部
持
続
」

の
テ
ー
マ
で
は
、
次
世
代
の
青
年
部
を
担
う
若
い
幹

事
た
ち
の
チ
ー
ム
に
よ
る
自
分
た
ち
が
今
後
取
り
組

む
べ
き
テ
ー
マ
の
発
掘
を
進
め
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
い
、
新
た
な
テ
ー
マ
と
し
て
向
か
い
合
う
必

要
が
あ
る
Ｂ
Ｉ
Ｍ
・
Ｃ
Ｉ
Ｍ
に
つ
い
て
の
講
演
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
問
題
で
は
、
実
は
法
を
守
る
た
め
の

施
策
が
重
要
で
は
な
く
社
員
か
ら
の
残
業
未
払
い
訴

訟
リ
ス
ク
も
あ
る
事
が
わ
か
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

社
員
と
会
社
の
関
係
性
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と

や
、
労
働
基
準
法
に
定
め
ら
れ
た
事
以
上
の
施
策
が

求
め
ら
れ
る
時
代
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
事
が

で
き
ま
し
た
。
改
善
事
例
発
表
で
は
、
関
東
・
北
陸
・

九
州
の
新
た
な
研
究
や
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
、
一

般
論
的
に
あ
る
評
価
を
数
値
化
し
た
取
り
組
み
や
現

場
で
の
は
っ
と
す
る
よ
う
な
工
夫
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
会
社
に
帰
っ
た
の
ち
に
そ
の
活
用
は
も
と
よ
り
、

他
社
（
他
者
）
と
自
社
（
自
分
）
の
行
動
・
思
考
の

違
い
を
感
じ
て
能
動
的
行
動
に
移
し
て
い
た
だ
け
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
次
世
代
の
幹
事
に
よ
る
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
開
催
直
前
に
お
願
い
し
た
内
容
で

時
間
不
足
の
中
で
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
の
精
査
や
実
施

を
行
な
っ
て
い
た
だ
い
た
事
に
感
謝
し
て
い
ま
す

し
、
そ
の
実
力
に
未
来
の
青
年
部
の
光
明
を
見
た
気

が
し
ま
す
。
引
き
続
き
、
こ
れ
ら
を
行
な
っ
て
い
く

こ
と
で
、
自
分
た
ち
は
何
を
考
え
・
行
動
し
て
い
く

べ
き
な
の
か
を
見
定
め
て
い
き
ま
す
。
昨
年
に
引
き

続
き
、
日
建
設
計　
四
戸
氏
か
ら
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
講
演
で

は
、
よ
り
専
門
工
事
企
業
に
よ
っ
た
目
線
か
ら
の
内

容
で
、
次
世
代
施
工
管
理
に
必
須
の
技
術
で
あ
る
事

が
理
解
い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

総
評
と
し
て
２
０
２
３
年
の
連
絡
会
議
を
振
り
返

り
、
今
の
ま
ま
で
は
何
も
守
る
事
が
で
き
ず
消
滅
を

迎
え
て
し
ま
う
厳
し
い
未
来
の
分
岐
点
に
あ
る
こ
と

を
会
場
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
ま
し
た
。
時
代
の
変
化

に
対
し
、
流
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
身
が
考
え
、

行
動
し
、
流
れ
に
乗
る
ま
た
は
流
れ
を
作
る
必
要
性

が
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
更
な

る
鉄
筋
工
事
業
界
の
未
来
を
見
据
え
、
皆
さ
ん
と
知

恵
を
出
し
合
い
、
こ
の
業
界
が
魅
力
あ
る
産
業
、
誇

り
あ
る
仕
事
へ
変
わ
っ
て
い
く
事
に
邁
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

最
後
に
、
四
国
地
区
青
年
部
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
素
晴
ら
し
い
設
営
を
し
て
頂
き
ま
し
て
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
さ
ら
な
る
鉄
筋

業
界
の
発
展
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
青
年
部
全
国

連
絡
会
議
の
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　2023年11月11日から12日の２日間、大阪南港にあるインテックス大阪にて
「みらいのたからばこ2023 in 大阪」へ出展いたしました。
　小学生から中学生を対象に、地域に密着した様々な職種のお仕事体験がで
きるイベントです。
　来場者は約17,000人と多くの親子が来場しました。プロに学ぶお仕事体験
として、鉄筋ブースにはおよそ1,000人の子供たちが来場し、鉄筋に触れな
がら、プロの職人たちと触れ合うことができ、体験を通して子供たちの笑顔
をたくさん見ることができました。
　一組の親御さんからは帰り際に再度、寄って頂き「このブースが一番良かっ
た。スタッフさんたちの対応も含め、一番楽しめました。ありがとうござい
ました。」と嬉しいお言葉もいただきました。また、会場出口でも「てっきんっ
てすごいなー」と小学生の子供さんからの声も聞こえ、準備を含めると３日
間の疲れも癒されました。
　多くの子供たちに「鉄筋屋さん」というお仕事を知ってもらい、また多く
の保護者の方々に鉄筋工事を知ってもらう良いきっかけとなりました。今後
も、業界のイメージアップとなる広報としての活動を継続してまいります。

・札幌地方職業能力開発協会　「第19回札幌技能フェスティバル」
　開催日：８月６日（日）　　場　所：札幌市産業振興センター
　参加者：一般来場者88名　
　今回は４年ぶりに開催され、猛暑の中、88名が来場されました。
　鉄筋結束体験コーナーや鉄筋曲げ切りを体験され、小さい子には鉄筋で
作ったブランコに乗って楽しんでもらいました。
　実際に触れることで、ものづくりへの理解を深めることが出来ました。

・札幌商工会議所主催「ミニさっぽろ2023」
　開催日：９月30日（土）、10月１日（日）
　場　所：アクセスサッポロ
　参加者：２日間　214名
　札幌市内近郊に住む小学校３、４年
生を対象とした仮想の街で市民とし
て疑似的な就労・消費生活を体験す
るイベントに参加しました。
　鉄筋ブースでは、結束体験・鉄筋曲
げ切り体験コーナーを設け、子供た
ちは慣れない手つきで作業をして、
体験で得たお金（こども通貨）でお買い物をして、仕事の大切さを体感し
てもらいました。

・札建協「札幌工業高等学校現場見学会」
　開催日：10月27日（金）
　場　所：山の手小学校改築工事(札幌市西区山の手) 
　参加者：建築科２年生　78名
　工業高校生へ建設業に興味・関心を高めてもらう機会として、建築科78名
は建設工事現場を視察後、４グループに分かれて躯体・型枠・左官・鉄筋
の４種の体験会を行いました。
　担当者より仕事の役割や重要性の説明を受けた後、壁・梁・床の結束体験
で生徒たちは、慣れない作業に悪戦苦闘しながらも、より建設業を身近に
感じてもらうとともに職人の技術を目の当たりにして、真剣な眼差しで作
業に取り組んでいました。

・札幌商工会議所主催「出張型お仕事体験会」
　開催日：11月9日(木)　　場　所：札幌市立光陽中学校
　参加者：中学校2年生　117名
　市内中学校へ出向いて、中学生や保護者、教員への建設業界の理解促進と
工業高校等への進学や就職に繋げることを目的として参加しました。
　中学生20名程に分かれて、鉄筋工事業の仕事の役割を説明後、壁・床結束
体験、鉄筋曲げ切り体験を行いました。
　生徒は戸惑いながらも体験するごとに上達する嬉しさに笑顔が見え、鉄筋
工事業の魅力を感じてもらいました。

（2）　　　　　  （公社）全国鉄筋工事業協会2023年（令和５）12月20日



　

国
土
交
通
省
は
11
月
21
日
、
東
京
都
文
京
区
の
文
京

シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
建
設
マ
ス
タ
ー
（
優
秀
施
工
者
国

土
交
通
大
臣
顕
彰
）
と
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
（
青

年
優
秀
施
工
者
不
動
産
・
建
設
経
済
局
長
顕
彰
）
の

２
０
２
３
年
度
顕
彰
式
典
を
開
き
、
計
５
８
０
人
を
優

秀
な
技
能
者
と
し
て
表
彰
し
、そ
の
栄
誉
を
た
た
え
た
。

建
設
マ
ス
タ
ー
は
、
現
場
経
験
20
年
以
上
で
優
秀
な
技

術
・
技
能
を
持
ち
、
後
進
の
指
導
・
育
成
に
も
貢
献
し

た
技
能
者
４
５
９
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
は
、
現
場
経
験
10
年
以
上

の
39
歳
以
下
の
技
能
者
を
対
象
と
し
、
今
後
さ
ら
な
る

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
青
年
技
能
者
を
顕
彰
す
る
こ
と

で
、
次
世
代
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に
役
立
て
る
こ

と
を
目
的
に
創
設
さ
れ
、
121
人
を
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス

タ
ー
と
し
て
顕
彰
し
た
。

　

全
鉄
筋
が
推
薦
し
た
建
設
マ
ス
タ
ー
受
賞
者
は
９

名
、ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
受
賞
者
は
４
名
の
皆
様
に
は
、

国
土
交
通
省
大
臣
顕
彰
式
前
に
全
鉄
筋
祝
賀
会
を
開
催

し
、
飯
島
副
会
長
（
教
育
訓
練
委
員
長
）
よ
り
そ
の
功

績
を
称
え
る
ご
祝
辞
と
お
祝
い
金
を
贈
呈
致
し
ま
し

た
。

　

顕
彰
者
の
皆
様
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

全
鉄
筋
２
０
２
３
年
度
「
優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大

臣
顕
彰
」
建
設
マ
ス
タ
ー
顕
彰
者
９
名
は
、
以
下
の
通

り
で
す
。

・
宮
城
県
鉄
筋
工
事
業
協
同
組
合

　
　
　

鈴
木　

真
也
様
（
有
限
会
社
鈴
木
鉄
筋
）

・
福
島
県
鉄
筋
業
協
同
組
合

　
　
　

五
十
嵐
虎
之
助
様（
宇
内
鉄
筋
工
業
株
式
会
社
）

・
埼
玉
県
鉄
筋
業
協
同
組
合

　
　
　

鳥
喰 

隆
夫
様
（
有
限
会
社
田
中
組
）

・
東
京
都
鉄
筋
業
協
同
組
合

　
　
　

檜
澤 

昌
彦
様
（
大
東
鉄
筋
株
式
会
社
）

・
愛
知
鉄
筋
業
協
同
組
合

　
　
　

林 

奈
緒
子
様
（
株
式
会
社
デ
ィ
ビ
ー
エ
ス
）

・
徳
島
県
鉄
筋
工
事
業
協
同
組
合

　
　
　

岡
田 

強
志
様
（
株
式
会
社
松
橋
組
）

・
宮
崎
県
鉄
筋
業
組
合

　
　
　

黒
木 

一
作
様
（
有
限
会
社
広
渡
川
鉄
建
）

・
佐
賀
県
鉄
筋
工
事
業
協
同
組
合

　
　
　

福
田 

信
之
様
（
株
式
会
社
福
田
鉄
筋
工
業
）

・
沖
縄
県
鉄
筋
業
協
同
組
合

　
　
　

平
良 

健
治
様
（
合
同
会
社
平
良
産
業
）

　

全
鉄
筋
2
0
2
3
年
度「
青
年
優
秀
施
工
者
不
動
産
・

建
設
経
済
局
長
顕
彰
」
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
顕
彰
者
４

名
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

・
東
京
都
鉄
筋
業
協
同
組
合

　
　
　

小
林　

正
人
様
（
有
限
会
社
小
林
興
業
）

・
静
岡
県
鉄
筋
業
協
同
組
合

　
　
　

大
石
恋
次
郎
様
（
株
式
会
社
大
和
鉄
筋
）

・
広
島
鉄
筋
組
合

　
　
　

櫛
谷　

竜
也
様
（
福
井
建
設
株
式
会
社
）

・
東
京
都
鉄
筋
業
協
同
組
合

　
　
　

齋
藤　

絵
理
様
（
株
式
会
社
斎
藤
鉄
筋
工
業
）

令和５年度 優秀施工者国土交通大臣顕彰全鉄筋令和５年度
青年優秀施工者不動産・建設経済局長顕彰

左から　鈴木真也様　檜澤昌彦様　福田信之様　黒木一作様　五十嵐虎之助様
岡田強志様　鳥喰隆夫様　林奈緒子様　平良健治様　飯島副会長（教育訓練委員長）

左から齋藤絵理様　小林正人様　大石恋次郎様
櫛谷竜也様　飯島副会長(教育訓練委員長)

全鉄筋外推薦

令
和
５
年
度 

顕
　
　
彰

武藤　憲昭様
（石澤工業（株））

佐々木　清様
（矢島鉄筋工業（株））

愛
媛
県
鉄
筋
業
協
同
組
合

愛
媛
県
鉄
筋
業
協
同
組
合

組組
合合
紹紹
介介

　

愛
媛
県
は
四
国
地
方
の
最
西
部
に
位
置
す

る
県
で
す
。
人
口
は
約
１
３
０
万
人
で
、
地

域
的
に
は
東
予
地
方
・
中
予
地
方
・
南
予
地

方
の
三
つ
の
地
域
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
性
が
あ
り
ま
す
。
東
予
地
方
は
、
造
船
・

製
紙
工
場
等
の
産
業
が
盛
ん
で
、
中
予
地
方

は
、
自
動
車
部
品
や
電
子
機
器
、
医
療
品
な

ど
の
製
造
業
が
存
在
し
ま
す
。
ま
た
、
南
予

地
方
で
は
一
部
の
地
域
で
風
が
強
く
、
風
力

発
電
が
盛
ん
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供

給
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

気
候
は
温
暖
で
、
特
に
冬
の
寒
さ
は
比
較

的
穏
や
か
で
あ
り
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
多
く

あ
り
ま
す
。
道
後
温
泉
や
松
山
城
な
ど
は
人

気
が
あ
り
、
地
域
経
済
の
一
翼
を
担
っ
て
い

ま
す
。
愛
媛
県
は
日
本
有
数
の
み
か
ん
の
産

地
で
あ
り
、
特
に
伊
予
柑
と
い
う
品
種
が
有

名
で
す
が
、
最
近
で
は
、
紅
マ
ド
ン
ナ
と
い

う
品
種
改
良
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
み
か
ん
も
あ

り
ま
す
の
で
一
度
ご
賞
味
下
さ
い
ま
せ
。

組
合
会
員
数
は
19
社
で
、
後
継
者
問
題
・
若

手
人
材
不
足
な
ど
様
々
な
問
題
・
課
題
を
抱

え
な
が
ら
連
帯
感
を
以
っ
て
組
合
活
動
を
し

て
お
り
ま
す
。
特
に
注
力
し
て
い
る
の
は
、

専
門
高
校
で
「
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
伝

え
る
出
前
講
座
」
で
す
。
今
年
が
10
年
目
で

県
下
、
東
・
中
・
南
予
、
４
校
で
年
五
回
、

開
催
し
、
毎
年
20
名
以
上
の
生
徒
が
３
級
技

能
検
定
試
験
に
挑
戦
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の

中
か
ら
数
名
の
入
職
者
が
あ
り
ま
す
が
、
４

週
８
閉
所
・
給
与
体
制
（
月
給
制
）・
賃
金

格
差
な
ど
の
問
題
で
、
皆
さ
ん
苦
慮
さ
れ
て

い
ま
す
。
持
続
可
能
な
建
設
業
を
担
っ
て
い

る
我
々
の
存
続
課
題
と
し
て
こ
れ
を
捉
え
、

業
界
を
挙
げ
て
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

過
日
、
国
土
交
通
省
（
中
建
審
・
社
整
審
）

が
進
め
て
き
た
「
持
続
可
能
な
建
設
業
」
の

中
で
、
職
人
の
処
遇
改
善
・
適
正
な
賃
金
の

行
き
渡
り
の
担
保
な
ど
に
於
い
て
、（
建
専

連
）
岩
田
会
長
が
職
人
の
未
来
予
想
図
が
描

け
る
た
め
に
「
貰
う
た
ら
、払
え
」
と
い
う
、

強
い
覚
悟
と
念
い
で
立
て
た
「
錦
の
御
旗
」

を
我
々
は
、
そ
う
簡
単
に
降
ろ
す
訳
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
片
道
切
符
を
握
り
し
め
て
突
き

進
む
し
か
な
い
の
で
す
。
こ
の
千
載
一
遇
の

チ
ャ
ン
ス
を
是
が
非
で
も
掴
み
取
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

我
々
は
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
高
い
技

術
と
目
に
見
え
な
い
価
値
を
次
世
代
に
繋
げ

て
い
く
使
命
が
あ
り
ま
す
。
昔
の
職
人
は
周

り
か
ら
一
目
置
か
れ
る
ほ
ど
格
好
良
く
、
給

料
も
高
か
っ
た
、
そ
ん
な
未
来
予
想
図
を
描

け
る
業
界
に
す
る
べ
く
、
組
合
員
挙
げ
て
邁

進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

生
き
続
け
る
家
族
の
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齋
藤
　
花
穏

　
私
の
お
母
さ
ん
は
、
現
場
で
鉄
筋
工
の

仕
事
を
し
て
い
る
。
私
の
お
父
さ
ん
と
一

緒
に
お
母
さ
ん
は
現
場
に
行
く
。
私
た
ち

家
族
は
、
７
人
家
族
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
、

両
親
、
姉
弟
４
人
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
私

が
生
ま
れ
る
前
に
病
気
で
亡
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
け
ど
、
仏
壇
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が

鉄
筋
工
だ
っ
た
と
お
母
さ
ん
が
い
つ
も
私

た
ち
に
話
し
て
く
れ
る
。
私
の
家
族
は
お

父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
早
く
家
を
出
て
し

ま
う
の
で
、
家
族
全
員
早
起
き
だ
。
夜
も

早
く
寝
て
し
ま
う
。
お
母
さ
ん
は
お
父
さ

ん
よ
り
早
く
帰
っ
て
き
て
、
私
た
ち
と
一

緒
に
過
ご
す
け
ど
、
夜
私
た
ち
が
寝
た
後

に
明
日
の
現
場
の
こ
と
を
確
認
し
た
り
、

勉
強
し
た
り
し
て
い
る
。
お
母
さ
ん
が
現

場
で
働
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
お
父
さ
ん
が

携
帯
電
話
の
動
画
で
見
せ
て
く
れ
た
け
ど
、

男
の
人
ば
か
り
で
、
道
具
を
持
っ
て
仕
事

を
し
て
い
て
お
母
さ
ん
は
大
丈
夫
か
な
と

心
配
し
て
聞
い
た
ら
、「
楽
し
い
よ
。」
と

言
っ
た
。

　
お
母
さ
ん
に
「
ど
う
し
て
こ
の
仕
事
を

す
る
の
？
」
と
聞
く
と
、「
か
の
ん
が
お
腹

に
い
た
と
き
に
、東
北
で
地
震
が
あ
っ
た
っ

て
知
っ
て
る
で
し
ょ
う
。
３
月
11
日
。
か

の
ん
は
次
の
月
の
４
月
に
生
ま
れ
た
よ
。

か
の
ん
が
お
腹
に
い
て
停
電
と
か
、
お
店

が
閉
ま
っ
て
、食
べ
物
を
買
う
の
に
も
困
っ

て
、
地
震
も
続
い
て
み
ん
な
不
安
な
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
ん
だ
よ
。
テ
レ
ビ

を
見
て
い
て
津
波
で
こ
わ
れ
た
建
物
の
中

に
鉄
筋
で
つ
く
っ
た
建
物
が
流
れ
な
い
で

残
っ
て
い
て
、す
ご
い
仕
事
を
だ
な
ー
。
っ

て
お
母
さ
ん
は
思
っ
て
る
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
が
し
て
き
た
仕
事
は
す
ご
い
な
。
お
父

さ
ん
が
同
じ
仕
事
を
し
て
く
れ
て
よ
か
っ

た
な
。
お
母
さ
ん
は
お
父
さ
ん
の
力
に
な

り
た
い
な
。
っ
て
思
っ
て
る
ん
だ
よ
。
大

変
な
仕
事
な
ん
だ
け
ど
、
人
の
命
を
守
れ

る
し
、
人
の
役
に
立
つ
仕
事
だ
か
ら
い
い

仕
事
な
ん
だ
よ
。」
と
言
っ
た
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
出
か
け
る
と
、
消
防

署
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

鉄
筋
工
で
仕
事
に
行
っ
た
ん
だ
よ
。
文
化

会
館
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
仕
事
し
た
ん
だ

よ
。
っ
て
車
に
乗
り
な
が
ら
な
つ
か
し
い

顔
を
し
て
、
話
し
て
く
れ
る
。
も
う
お
じ

い
ち
ゃ
ん
は
い
な
い
け
ど
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
つ
く
っ
た
建
物
は

生
き
続
け
て
私
た
ち
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

仕
事
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
仕
事
の
仲
間
が
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
に
仕
事
を
教
え
に
来
て
く
れ
る
。

　
い
つ
か
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
の
仕
事

も
私
の
子
ど
も
が
見
る
日
が
く
る
の
か
な
。

　
鉄
筋
の
仕
事
は
大
変
な
仕
事
か
も
し
れ

な
い
け
ど
、
ず
っ
と
ず
っ
と
後
の
未
来
ま

で
残
っ
て
、
生
活
す
る
人
の
命
を
支
え
る

こ
と
が
で
き
て
か
っ
こ
い
い
し
、
す
ご
い

な
と
思
う
。
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編
集
後
記

　

建
設
業
界
の
Ｄ
Ｘ
が
急
速
に
進
む
中
、
新

た
な
展
望
が
開
け
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
お
け
る
情
報
共
有
と
効
率
向
上
を
可
能
に

す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
登
場
し
た
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ

Ａ
D
で
す
。
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
D
は
、
モ
バ
イ
ル

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
建
設
関
係
者

が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
デ
ー
タ
を
共
有
し
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
管
理
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
者
間
で
の
情
報
共
有
が

促
進
さ
れ
、
建
設
プ
ロ
セ
ス
全
体
の
効
率
が

向
上
し
ま
す
。

　

一
方
、
建
設
Ｄ
Ｘ
に
お
い
て
、
専
門
業
者

が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
か
が
焦
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。
専
門
業
者
は
、
建
設
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
独
自
の
専
門
知
識
と

ス
キ
ル
を
提
供
す
る
存
在
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
に
培
わ
れ
た
技
能
や
経
験
、
洞
察
力
を
駆

使
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
化
に
伴
い
、

こ
れ
ら
の
専
門
業
者
が
取
り
残
さ
れ
る
リ
ス

ク
が
浮
上
し
て
い
ま
す
。

　

取
り
残
さ
れ
る
専
門
業
者
と
は
、
デ
ジ
タ

ル
ツ
ー
ル
や
デ
ー
タ
解
析
の
導
入
に
適
応
で

き
な
い
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
活
か
す
ス
キ
ル
が
不
足
し
て
い
る
業
者
の

こ
と
を
指
し
ま
す
。
例
え
ば
、
新
し
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
管
理
ツ
ー
ル
や
Ｂ
Ｉ
Ｍ
な
ど
が
導

入
さ
れ
、
こ
れ
に
対
応
で
き
な
い
業
者
は
競

争
力
を
失
い
か
ね
ま
せ
ん
。
取
り
残
さ
れ
な

い
た
め
に
は
、
専
門
業
者
も
デ
ジ
タ
ル
ス
キ

ル
の
向
上
や
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
積
極

的
な
導
入
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
適
切
に
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用

し
、
デ
ー
タ
駆
動
の
意
思
決
定
を
行
う
専
門

業
者
は
、
逆
に
新
し
い
機
会
を
つ
か
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
建
設
Ｄ
Ｘ
に
は
、
進
化
す
る

市
場
に
柔
軟
か
つ
効
果
的
に
対
応
で
き
る
専

門
家
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
が
成

功
に
つ
な
が
る
一
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

建
設
Ｄ
Ｘ
は
、
技
術
と
専
門
知
識
の
統
合
を

通
じ
て
、
業
界
の
未
来
を
切
り
拓
く
可
能
性

を
秘
め
て
い
ま
す
が
、
技
能
と
引
き
換
え
に

更
な
る
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
が
生
じ
な
い
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。�

赤
澤
栄
徳

トピックス

全国女性技能者懇談会 開催について
懇談会： つながろう女性鉄筋工の和
日　時： 令和６年２月16日（金）　15：30〜
集　合： 万国橋会議センター　403号室　会議室
住　所： 〒540-0034　神奈川県横浜市中区海岸通4-23

シミュレーション資料
＆

会議の様子

先輩、忙しい中ありがとうございました

なんとなくBIMってものがどんなものか？わかって
もらえたかな。最後に簡単に復習してみよう。
BIMは
①建築物をコンピューター上の3D空間で構築して、
企画、設計、施工、維持管理までのあらゆる工程
での情報を一元化して活用するシステムのこと
②時間軸、コストを加えた5Dでの管理も可能
③前倒しした検証や提案をすることで、設計・管理・
施工三方良しが実現できる
　まだまだ、BIMについて語りつくせてないから、
また次回話そうね。

BIM特集　第１弾

ぱいせん

BIMってのは「Building Information Modelling」
の略で、建築物をコンピューター上の3D空間で構
築し、企画・設計・施工・維持管理に関する情報を
一元化して活用するシステムのことだよ

ぱいせん
12：22

3D-CADはデザインや設計などの情報を表わすも
のだったけど、多くの3D-CADは、まず 2次元の
図面で設計されたあとに、3Dで作成するという流
れだったんだ。でも、BIMは最初から3D空間で設
計が行われるんだ。ここで作成された3Dモデルに
は2次元の図面の情報も含まれていて、どこかの情
報を一つ修正すると、すべての情報が連動して修正
される仕組みになってるんだ。

ぱいせん

12：27

そうだね。さらにBIMは図面の情報だけではなく、
建具の品番やメーカー、鉄筋の材質や配筋に関する
情報、施工する時間や資材の価格なども含まれてい
て、それが「情報を一元化して活用する」というこ
とを意味しているんだ。

ぱいせん

12：35

せんぱい‼
最近「これからはBIMの時代だ！」ってよく聞くけど、
BIMって何ですか？　よくわからないんですけど？

既読１
12：20

ますますわからなくなりました。3Dっていってまし
たが、これまでも3D-CADってあったじゃないです
か。何が違うんですか？

既読１
12：23

12：48

具体的な事例を紹介するね。千葉県にあるダイニッ
セイは、早くからBIMを活用している会社のひとつ
なんだ。BIMは 3Dで表現されるので、設計の段階
で関係者にビジュアル的に理解を示してもらうこと
が容易になるツールでもある。
だから、「フロントローディング」っていうんだけど、
設計初期の段階に負荷をかけ、作業を前倒しで進め
ることで、鉄筋の納まりの検討などのシミュレーショ
ンや検証、提案ができ、問題点の改善を図ることが
できるんだ。それをいち早く取り入れている会社な
んだ。

ぱいせん

12：41

右図の通り、前倒して検証や提案ができれば、変更
も容易だし、変更コストも少なくて済む、そこに着
目しているんですね。設計変更や施工計画や作業手
順の提案を前倒しでできれば、僕らにとってもいい
ですしね。

既読１
12：45

既読１
12：47

既読１
12：51

なるほど、3Dを修正するとすべてが連動するんです
ね。これまでの3D-CADだと、2次元を修正して、
再度 3D 化するという流れでしたもんね。

既読１
12：31

なんとなく理解できました。BIMを活用することで、
3Dから時間軸を入れた4D、さらにはコストを含ん
だ5Dになるってことですね。じゃあ、実際に私たち
鉄筋業界の中でどのように活用されているんですか？

既読１
12：37

12：55
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